
記者クラブの皆さま                                        令和 7年 5月 20日 
一般社団法人 男女共同参画学協会連絡会 

【問い合わせ先】 
■23期幹事学会日本森林学会 （danjo_office23@djrenrakukai.org） 
 

 ■代表理事︓ 
九州大学大学院農学研究院 教授︓佐藤宣子（さとう のりこ） 
電話︓092-802-4654、メール︓sato.noriko.842@m.kyushu-u.ac.jp 

■理事 
    国立研究開発法人 森林研究・整備機構 森林総合研究所 
     森林管理領域 チーム長︓高山範理（たかやま のりまさ） 
        電話︓029-829-8315、メール︓hanri@ffpri.affrc.go.jp 

      
     同 森林防災領域 チーム長︓久保田多余子（くぼた たよこ） 
          電話︓029-829-8234、メール︓ktayoko@affrc.go.jp 
 

    
 

    
プレスリリース︓理系研究者対象の「選択的夫婦別姓制度アンケート」 

～中間報告報告結果～ 
 

一般社団法人 男女共同参画学協会連絡会（https://djrenrakukai.org/）は、科学技術分野の未来に向

けて、男女共同参画を推進するために 2002年に発足した団体です。現在、STEM分野と称される科

学・技術・工学・数学分野の 111学協会が正式加盟して活動をしております。 

連絡会では、5月末を締め切りに加盟学協会の会員に対して、現在国会でも議論になっている選択的

夫婦別姓制度に関するアンケートを実施中です。科学技術を担う研究者、とりわけ女性研究者が姓の問

題で直面している問題を表す結果となっているため、中間報告段階で公表することにいたしました。取

材のご協力をよろしくお願いいたします。 

 
記 

 
選択的夫婦別姓制度アンケート（中間報告）の概要 
回 収 数：3,359名分 （2025年 4月 25日段階、うち 1,198名の女性研究者） 
 
主な結果︓1.女性研究者に偏る通称（旧姓）使用 

        2.研究業績、海外での研究活動、各種手続き、心理的な影響など 

様々な場面でトラブルや負担感が発生  

      3.通称（旧姓）使用者から切実な声が多く寄せられている  
 中間報告の結果︓ 

https://www.djrenrakukai.org/doc_pdf/2025/sentakuteki_fuufu_bessei_enq_as_of_2025-04-25.pdf 
今後の予定︓1．最終報告の結果報告（6月 4日予定） 
         2．シンポジウム「研究者にとっての姓～選択的夫婦別姓制度を巡って～」（仮題） 
             2025年 10月 11日 日本大学生物資源科学部（藤沢キャンパス） 

               基調講演者︓榊原富士子弁護士 
               アンケート結果報告とパネルディスカッションを予定 
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